
商工観光労働企業委員会会議記録

商工観光労働企業委員長 木付 親次

１ 日 時

令和３年６月２５日（金） 午後１時２９分から

午後３時０６分まで

２ 場 所

第６委員会室

３ 出席した委員の氏名

木付親次、太田正美、嶋幸一、木田昇、羽野武男、藤田正道、河野成司

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

古手川正治、小嶋秀行

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

商工観光労働部長 高濱航、企業局長 浦辺裕二 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第６６号議案及び第６７号議案については、可決すべきものといずれも全会一致をもっ

て決定した。

（２）令和２年度大分県電気事業会計予算繰越計算書について、新型コロナウイルス感染症へ

の対応について及び飲食店等に対する営業時間短縮要請についてなど、執行部から報告

を受けた。

（３）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（４）県内所管事務調査について及び県外所管事務調査について協議した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 主査 吉野美穂

政策調査課調査広報班 副主幹 矢野順子



商工観光労働企業委員会次第

日時：令和３年６月２５日（金）１３：３０～

場所：第６委員会室

１ 開 会

２ 企業局関係 １３：３０～１４：００

（１）諸般の報告

①令和２年度大分県電気事業会計予算繰越計算書について

②令和２年度大分県工業用水道事業会計予算繰越計算書について

③経営戦略アクションプランの取組状況等について

（２）その他

３ 商工観光労働部関係 １４：００～１５：２０

（１）付託案件の審査

第 ６６号議案 大分県新型コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調達支援基金

条例の一部改正について

第 ６７号議案 大分県産業振興条例等の一部改正について

（総務企画委員会、福祉保健生活環境委員会、農林水産委員会及び

土木建築委員会へ合い議）

（２）諸般の報告

①新型コロナウイルス感染症への対応について

②飲食店等に対する営業時間短縮要請について

③（公社）ツーリズムおおいたにおける使途不明金の発生について

④令和２年７月豪雨の被災事業者支援状況について

⑤創業支援実績について

⑥大分県ＤＸ推進戦略（仮）について

⑦宇宙港について

（３）その他

４ 協議事項 １５：２０～１５：３０

（１）閉会中の継続調査について

（２）県内所管事務調査について

（３）県外所管事務調査について

（４）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

木付委員長 ただいまから、商工観光労働企業

委員会を開きます。

本日は委員外議員として、古手川議員、小嶋

議員に出席いただいています。

ここで、委員外議員の皆さまに申し上げます。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑終了後に挙手し、私から指名を受けた

後、長時間にわたらないよう要点を簡潔に御発

言願います。

進行状況を勘案しながら議事を進めるので、

あらかじめ御了解願います。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案２件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

企業局関係に入ります。

執行部より報告をしたい旨の申出があるので、

これを許します。

では、①と②の報告をお願いします。

塩月総務課長 それでは、令和２年度大分県電

気事業会計予算繰越計算書について及び令和２

年度大分県工業用水道事業会計予算繰越計算書

について御説明します。

お手元にお配りしたｉＰａｄの企業局Ｒ３第

２回委員会資料をお開きいただき、１ページ令

和２年度企業局予算の繰越についてを御覧くだ

さい。

令和２年度企業局予算のうち、繰越しをした

ものは電気事業会計、工業用水道事業会計それ

ぞれ１件です。

まず、電気事業会計の導水路制水ゲート他整

備工事です。

予算額６，６４６万１千円に対して２，４５

２万１００円で契約し、全額を繰り越していま

す。

事業の概要ですが、本工事は、大野川発電所

と昭和井路との共同施設となっている大野川導

水路にある百枝導水路制水ゲートを含め、８台

のゲートについて点検整備を行い、保全に万全

を期すものです。

繰越理由ですが、点検整備を行う８台のゲー

トのうち、最後に予定していた導水路制水ゲー

トを令和３年２月２４日に点検を始めたところ、

下の写真でお示しした当該ゲートの開閉装置ス

タンドに経年劣化による大きな亀裂が発見され

ました。不具合箇所の部品製作・補修工事に約

１か月半の日数を要することから、年度内の完

成が不可能となったものです。

次に、２ページを御覧ください。

工業用水道事業会計の水運用サーバ改良工事

です。

予算額３，９０３万３千円に対して３，８５

０万円で契約し、全額を繰り越しています。

事業の概要ですが、事故等が発生した際に、

送水が途切れることのないよう送水ルートを切

り替える必要がありますが、その最適な切替手

順をシミュレーションするための機器、水運用

サーバに様々なデータを蓄積させ、機能強化を

図るものです。

繰越理由ですが、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大を受け、水運用サーバの設置場所で

ある総合制御部制御室への担当職員以外の立入

りを禁止していたところ、工事作業員の派遣元

の東京都で緊急事態宣言が発令されたことから、

工事を一時中止しました。その結果、年度内の

完成が不可能となったものです。

木付委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

御質疑や御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員の皆さまはよろしいで

すか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 別にないようなので、次の報告を

お願いします。

塩月総務課長 続いて、経営戦略アクションプ

ランの取組状況等について御説明します。
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企業局では、長期的な展望に立って持続可能

な経営基盤の確立を目指すための指針として、

平成３０年度から１０年間を計画期間とする大

分県企業局経営戦略とその実行計画である４年

間の経営戦略アクションプラン（改訂版）を策

定し、それに沿った取組を進めています。

３ページ以降の大分県企業局経営戦略アクシ

ョンプラン（改訂版）を御覧ください。

４ページ一番上の枠囲みにあるように、アク

ションプランは、経営戦略に掲げる三つの戦略

の柱ごとに、それぞれの施策の具体的な取組を

明示した事業計画です。

令和２年度の実施結果と今年度の計画につい

て、主なものを御説明します。

６ページを御覧ください。

令和２年度の実施結果において、実績が目標

に達しなかった項目を御説明します。

表の左端の列、戦略の柱のⅠ効率的・効果的

な経営の実現の（３）工業用水道事業の２顧客

本位の取組ですが、新型コロナウイルス感染症

の影響で現地案内会の開催回数とユーザー訪問

数が目標を達成できませんでした。

戦略の柱のⅡ安定的なサービスの提供の

（３）工業用水道事業の４濁水・取水対策の実

施において、工業用水の水質は給水条例で濁度

１０度以下を基準としており、１０度を超過し

た時間が２５．４時間あったため、目標１００

％に達しませんでした。なお、１０度を超過し

たからといって、工業用水として使用できない

訳ではありません。良質な工業用水を提供する

ための基準として１０度を設けているものです。

以上の２項目以外は目標を達成しています。

次に、具体的な取組事例について、図や写真

を交えて記載しているので、７ページを御覧く

ださい。

１のＩｏＴ、ＡＩ等の活用による業務の効率

化・高度化では、ドローンの活用事例です。

上段はドローンによる太陽光パネル点検の試

行として、実際に赤外線搭載ドローンを活用し、

大分市松岡にある太陽光発電所の点検を行って

いる様子です。下段はドローンによる災害時の

被災状況確認として令和２年７月豪雨で被災し

た阿蘇野川発電所の被災状況を撮影したもので

す。

８ページを御覧ください。

上段２の発電所リニューアルの推進は、先日

の県内所管事務調査でも御覧いただいた大野川

発電所リニューアルの状況です。写真下部の上

部水槽、中央の茶色い管が水圧鉄管、写真上部

の発電所建屋までは令和２年度までで完成して

います。

令和３年度中の運転開始を目指し、現在、写

真右下の発電機の更新工事を行っています。

下段３のその他、経年施設の適切な修繕・改

良工事等の実施の写真は、平成３０年度から３

年計画で実施した北川ダム諸量装置及び自動警

報装置更新事業の完成後の様子です。写真手前

の赤マル内の装置が諸量装置、奥の緑マル内が

自動警報装置です。諸量装置及び自動警報装置

は、洪水調節及び満水放流時に流域住民に確実

に情報を提供するための設備です。

９ページを御覧ください。

上段４の地震（津波）対策の計画的実施の写

真は、工業用水道事業にて平成２９年度から計

画的に進めている判田取水場沈砂池耐震化工事

のうち、昨年度着手したＮｏ．１沈砂池の工事

の様子です。

沈砂池については、各池を隔てている隔壁に

ついて、底からおよそ１．６メートル程度の高

さまで、２５センチメートル厚くなるようにコ

ンクリートを打設し、耐震化を図ります。

５の浄水場の老朽化対策、老朽化管路の更新

の写真は、大分市鶴崎公民館の敷地に布設して

いる埋設管路の塗膜の劣化箇所を、防食ゴムシ

ートで補強した様子です。

続いて、１０ページを御覧ください。

令和２年度の決算見込みについて御説明しま

す。

左側の電気事業では、年間の降水量が過去１

０年平均比で９１．９％と少なかったことや、

７月豪雨災害に伴う阿蘇川発電所の発電停止で

売電収入が減ったことなどにより総収益が減少

しました。

表の中ほどにある、令和２年度決算見込み



- 3 -

（Ｃ）の列、一番下の朱書きの数字で示した純

利益が２億３，８４２万５千円となっており、

その右の列、アクションプランとの比較（Ｃ）

－（Ｂ）においては、約１億８，１８０万円余

り計画を上回っています。

右側の表の工業用水道事業では、令和２年度

決算見込み（Ｃ）の列、一番下の朱書きの数字

で示した純利益が３億６，６３９万２千円とな

り、その右の列、アクションプランとの比較

（Ｃ）－（Ｂ）においては、主に大きい災害が

なかったことにより動力費や委託費等の営業費

用の実績が見込みを下回ったことなどから、約

２億８，２００万円余り計画より上回っていま

す。

続いて、１１ページは令和３年度実施計画の

表のうち主なものについて御説明します。

１２ページを御覧ください。

６は発電所リニューアルの推進として、今年

度より現地工事に着手する別府発電所の位置図

や現況写真をお示ししています。

下の写真の右上に水車・発電機の写真を載せ

ていますが、今年度はこの水車・発電機などの

撤去に着手します。

１３ページを御覧ください。

７は地震（津波）対策の計画的実施として、

昨年度に引き続き耐震化工事を行う判田取水場

沈砂池と片野接合井、大津留接合井です。

写真は左上が判田取水場で、赤字で記載して

いるのが沈砂池です。沈砂池はＮｏ．１からＮ

ｏ．５まで五つありますが、Ｎｏ．２は平成２

９年度、Ｎｏ．３は令和元年度、Ｎｏ．４は令

和２年度に耐震化を完了しています。今年度は

令和２年度から着手したＮｏ．１及びＮｏ．５

の耐震化を完了させる予定です。

写真右上が片野接合井、下が大津留浄水場で、

赤字で書いているところが大津留接合井です。

接合井は、水路の分岐点や合流点にある設備で、

今年度耐震化の予定です。

１４ページを御覧ください。

最後の８は浄水場の老朽化対策、老朽化管路

の更新として行う埋設管路補修工事の位置図と

その施工イメージです。

県道大在大分港線の地下に埋設している管路

ですが、平成２９年度に実施した埋設管路損傷

調査にて、状態の悪い箇所が多数見つかったこ

とから、万全を期すために埋設管の補修を行う

もので、既設管の中に一回り小さい新しい管を

挿入するパイプ・イン・パイプという工法で補

修を行うものです。

木付委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑や御意見は

ありませんか。

木田委員 工業用水の新規顧客獲得ですが、臨

海工業地帯６号地Ｃ－２地区は、フジボウ愛媛

株式会社が新規顧客になったのか、その辺を教

えてください。

あとＪＸ金属製錬株式会社の倉庫か資材置場

も立地されたと思いますが、そういったところ

が新規顧客にならないのかを教えてください。

塩月総務課長 まず、ＪＸ金属製錬株式会社の

物流倉庫ですが、恐らく工場ではないので、水

はほとんど使わないと思います。問合せはあり

ましたが、正式に工業用水利用の相談は受けて

いません。

もう一つの新規の状況ですが、御案内のとお

りフジボウ愛媛株式会社、その後に大分バイオ

マスエナジー合同会社と契約し、現在４６社に

なっています。

木田委員 大在公共埠頭の港湾計画の見直しで、

今度６号地Ｃ－２地区東側の岸壁がまたＲＯＲ

Ｏ船に使われると思いますが、そういうときも

工業用水は別に絡むことはないですか。

塩月総務課長 同じく、こちらに正式な相談は

ないので、工場のような工業用水を使う施設は

特に予定されていないだろうと思います。

木田委員 ＲＯＲＯ船が着くときも別に水を使

うような機械は余りないということですか。

塩月総務課長 特段工業用水としての使用はあ

りません。

藤田委員 経営見通しと増減比較表で、アクシ

ョンプランの数値というのは、予算上の数値と

は異なるものですか。

塩月総務課長 アクションプランを４年ごとに

立てているので、予算よりかなり前に立てて、
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時点修正していきます。予算とは異なります。

藤田委員 アクションプランの中で、売電の可

能性については、引き続き検討していくだろう

と思いますが、２０５０年のカーボンニュート

ラルのグリーン成長戦略の関係で、企業も部品

等の作製にあたってＣＯ２を排出しないという

条件が取引先から明示される機会が増えている

ようです。そうすると、企業局の電気は完全に

カーボンフリーなので、相対で販売し、そうい

う企業を支援する点も必要ではないかという気

がしていますが、検討していますか。

あと危機管理の関係ですが、委員監査で工業

用水の取水口を見せていただきましたが、あそ

こは誰でも入られるじゃないですか。他の施設

はみんなちゃんと事故防止と危機管理上フェン

ス等を張って入られなくなっていますが、あそ

こだけは自由に出入りができます。いたずらし

ようと思えばすぐいたずらできるし、子どもも

事故で転落するのではないかとちょっと気にな

りましたが、対応は何かありますか。

塩月総務課長 売電契約の検討ですが、現在は

九州電力と令和８年までは基本契約を結んでお

り、その間に契約を解除して他のところと契約

するのは現実問題としては難しいのかなという

ところです。

それから、カーボンフリーの電力で、少しお

尋ねの趣旨と違うかもしれませんが、企業局は

九州電力と価格交渉をする際に、カーボンフリ

ーなので、高く売ることができるのではないか

と。少し値上げというか、売電する上で有利に

持っていけたらという話もしていますが、余り

九州電力はそういう部分にはまだ乗り気ではな

い感じを受けています。状況はこれから変わっ

てくるかもしれませんが。新電力の企業は逆に

そういうのを売りたいと御相談いただくことは

あります。今すぐそれがどうこうということは

ないですが、企業局にとって非常に大きな痛手

だと思うので、頭に入れて、これから計画を立

てていきます。

本林工務課長 白滝の取水口の件についてお答

えします。

御覧いただいたとおり、あそこは河川と接し

ている設備です。現在は国土交通省からの指導

もあり、簡単に入られないように入口にフェン

スを設置しました。

ただ、どうしてもその下が河川になるので、

河川の下からは入られる状態です。こちらは河

川内にフェンス等を設置することが難しいので、

それ以上は施しようがない状況です。

確かにあそこの場所で花火をする子どももた

まに見かけますが、あそこにはＩＴＶを設置し

ており、もし何か本当に危険なことをやるよう

であればＩＴＶを見て注意します。

藤田委員 九州電力は残念ながら今のところ、

これは地熱でつくった電気、これは水力でつく

った電気という形では売れないですね。企業側

が求めても、九州電力からはそういう形では買

えないので、直接企業局が売るか、若しくは間

に会社を挟んで売るかしない。地元の企業が必

要としているのに、カーボンフリーの電気を買

うことができないので、企業支援という立場で

検討する必要があるのではないかなと思います。

企業側のニーズが多分出てくるだろうという気

がするので、検討方よろしくお願いします。

河野委員 要は時代の流れで、電気に対する需

要の在り方が大きく変わりかねない。御案内の

とおり、再生可能エネルギーの日中の発電が非

常に余剰で、電力会社が発電停止を求めてくる

時代です。契約があるので企業局の連携事業に

そういった要請は来ないとは思いますが、今後

電気自動車が普及すると、夜間充電が非常に需

要が大きくなることが見込まれます。そのとき

に水力発電は夜間でも常時発電ができるから、

そういった意味では非常に優位性の高い発電事

業になるのではないかと思うわけです。

そういった時代の流れ、電力需要の動きも含

め、有利な交渉につなげていただけたらと思い

ますが、何かその辺の戦略をお持ちでしょうか。

塩月総務課長 まだ戦略とまで言えるものでは

ありませんが、公営電気経営者会議という公営

企業団体の集まりの中で情報交換をしながら進

めています。

委員が言われる行き着く先のところには電力

市場があり、そういった部分もまだこれから制
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度ができていくところだろうと思っています。

積極的に公営企業で手を出しているところはあ

りませんが、既に情報交換はしているので勉強

していきたいと思います。

太田副委員長 経営の見通しで減収増益になっ

ていますが、コストを見ると、職員給与の決算

見込みが例年どおりなのに、アクションプラン

のときに人件費を多く見積もるのは、何か訳が

ありますか。コスト全体がそうですが、特別に

職員給与だけ大きく枠を取る手法か何かがある

のか。現実に人材がいないのに、人件費だけ枠

を大きく取っているのか、ちょっとお聞きした

いです。

塩月総務課長 令和３年度からやり方を変えた

ので、今後は修正できると思いますが、これま

で職員給与費の中に超勤手当が入っていました。

災害のあった年は２４時間対応なので、どうし

ても超勤が増えます。災害の分を事前に職員給

与費で取っているので、それほど災害がない年

であれば余るような予算の立て方になっていた

ので、それがこの数字の開きに出ていると思い

ます。

３年度以降は予備費で災害対応の超勤手当分

を積み増したので･･････（発言する者あり）

すみません。超勤の人件費は予備費に積めな

いルールがあるので、人件費以外の災害対応の

予算を予備費に積んでいます。職員給与費につ

いては、引き続き同じように差が出ますが、全

体としては災害分を外しています。

太田副委員長 頭数が減ったとか増えたとかい

うわけではないですね。要するに、超勤の度合

いによってここの数字が変わるという見込みを

載せているだけですね。

塩月総務課長 一人増えたとかはありますが、

この金額の差はそういうことです。

木付委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員の皆さまはよろしいで

すか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 ほかにないようですので、これで

諸般の報告を終わります。

この際、ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 別にないようですので、これをも

って企業局関係を終わります。

お疲れさまでした。

〔企業局退室、商工観光労働部入室〕

木付委員長 これより商工観光労働部関係の審

査に入ります。

初めに、付託案件の審査を行います。

第６６号議案大分県新型コロナウイルス感染

症対応中小企業事業資金調達支援基金条例の一

部改正について、執行部の説明を求めます。

高濱商工観光労働部長 商工観光労働部長の高

濱です。

皆さまにおかれては、商工観光労働行政をは

じめ県政の諸課題に対する御尽力を賜り、誠に

ありがとうございます。

本日は、条例改正に係る付託案件２件、諸般

の報告７項目について御説明します。

詳細については、担当課から御説明します。

馬場経営創造・金融課長 大分県新型コロナウ

イルス感染症対応中小企業事業資金調達支援基

金条例の一部改正について御説明します。

お手元のｉＰａｄの①のデータ、商工観光労

働企業委員会資料の２ページをお開きくくださ

い。

１の改正理由についてですが、新型インフル

エンザ等対策特別措置法の一部改正により、本

条例において引用した同法の条文が削除された

ため規定を整備するものです。

２の改正内容は、新旧対照表の下線部分に示

しているとおり、条例第１条設置中の「新型イ

ンフルエンザ等対策特別措置法附則第１条の２

第１項に規定する新型コロナウイルス感染症を

いう。」を法改正の内容にあわせて、「病原体

がベータコロナウイルス属のコロナウイルス

（令和２年１月に、中華人民共和国から世界保

健機関に対して、人に伝染する能力を有するこ

とが新たに報告されたものに限る。）である感

染症をいう。」に文言を改めるもので、内容の
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変更はありません。

３の条例の概要についてですが、新型コロナ

ウイルス感染症及びそのまん延防止のための措

置によりその経営に影響を受けた県内中小企業

者の事業資金の調達を支援するため、融資を受

けた際に負担する保証料の軽減を図るための財

源を複数年度にわたり積み立てるための基金の

設置条例です。

最後に４の施行期日ですが、公布の日から施

行します。

木付委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑や御意見は

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員の皆さまはよろしいで

すか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 別にないようですので、これより

採決します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 御異議がありませんので、本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第６７号議案大分県産業振興条例等

の一部改正についてです。

本案については、関係する総務企画委員会、

福祉保健生活環境委員会、農林水産委員会及び

土木建築委員会に合い議していることを申し添

えます。

それでは、執行部の説明をお願いします。

足立企業立地推進課長 第６７号議案大分県産

業振興条例等の一部を改正する条例について御

説明します。

資料の３ページをお開きください。

本議案は、過疎地域自立促進特別措置法が令

和３年３月３１日をもって失効し、新たに過疎

地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が

令和３年４月１日から施行されたことに伴い、

大分県産業振興条例等の規定の整備を行うもの

です。

なお、商工観光労働部からは大分県産業振興

条例についてのみ御説明し、その他の条例につ

いてはそれぞれの条例を所管する常任委員会で

説明します。

１新法（主に過疎税制）の見直し内容（２）

を御覧ください。

新法では、過疎地域の要件見直しに伴い、過

疎地域に指定される団体が変更となります。こ

れにより、旧野津原町と旧佐賀関町が過疎地域

から除外され、卒業団体となります。また、税

制優遇の適用範囲と適用期間が次の表のとおり

拡大・延長されます。

具体的には、税制優遇の対象となる業種に情

報サービス業等が追加され、取得価格の要件は

２，７００万円超から資本金の規模に応じ、５

００万円以上まで引下げとなります。対象とな

る設備投資についても、旧法では新設、増設の

みでしたが、新法においては取得又は製作若し

くは建設となり、適用期間は３年間延長され、

令和６年３月３１日までとなります。

続いて、２産業振興条例の主な改正内容を御

覧ください。

（１）規定の整備として、本条例の対象設備

を新法の対象設備と同様に拡充し、引用法令を

旧法から新法に改めます。また、不要となった

附則についても今回の条例改正で削除します。

次に（２）卒業団体への特例として、旧野津

原町、旧佐賀関町についても新法の規定に基づ

き地方税の課税免除が受けられるよう、規定を

設けます。

また（３）経過措置として、令和３年３月３

１日までに行われた設備投資については、なお

旧条例の規定を適用します。

最後に（４）施行期日ですが、改正後の大分

県産業振興条例は公布の日から施行し、令和３

年４月１日まで遡って適用します。

木付委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑や御意見は

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員の皆さまはよろしいで

すか。

〔「なし」と言う者あり〕
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木付委員長 別に御質疑等もないので質疑はこ

れで終わりますが、総務企画委員会から合い議

結果が届いていないので、本案の採決を保留し、

後ほど行うこととします。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったのでこれを許します。

まず①から③までについて説明を求めます。

岩尾商工観光労働企画課長 資料の４ページを

御覧ください。

新型コロナウイルス感染症への対応について

です。コロナによる影響が生じている本県社会

経済を再活性化するための支援施策の状況等に

ついて説明します。

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に

より、本県の社会経済は大きなダメージを受け

ています。引き続き、感染拡大防止を徹底した

上で、社会経済の再活性化に取り組みます。

５ページを御覧ください。

まず、これまでの支援施策等の状況について

御説明します。

コロナ関連の県制度資金ですが、貸付金額は

２千億円を超え、多くの県内事業者に活用いた

だいています。

６ページを御覧ください。

応援金の支給額は１００億円近くに達し、多

くの県内事業者に活用されています。

７ページを御覧ください。

雇用調整助成金は、順調に支給が進んでおり、

引き続き活用を促していきます。

８ページを御覧ください。

解雇等見込み労働者数は、令和２年８月以降

落ち着いています。全国と比較しても落ち着い

ており、各施策の効果が現れていると思われま

す｡また、県内のコロナ関連倒産件数は１２件

となっています。

９ページを御覧ください。

有効求人倍率は、４か月連続で上昇していま

す。コロナ禍前の１．５倍台からはまだ落ち込

んでいるものの、依然として１倍を超えるなど、

求人は底堅く推移しています。

１０ページを御覧ください。

５月の日本人宿泊者数は、コロナ禍前の一昨

年と比べマイナスとなっています。他の都道府

県の緊急事態宣言等の発令、県内の感染再拡大

等の影響により、前月比でも減少しています。

１１ページを御覧ください。

自殺者数は、全国は前年より突出して増えて

いる時期もあり、全体的に増加傾向にあります。

県内は、直近１年間では前年より２８人増加し

ていますが、増減が続いている状況であり、引

き続き注視していきます。

１２ページを御覧ください。

ここからは、商工観光労働部が行う主な支援

策について御説明します。

まず、（１）分野横断的な支援についての応

援金ですが、さきほども申し上げたとおり、１

８日現在で約１万８，４００者に対して約１０

０億円を給付しています。

次に、さきの臨時議会で予算の議決をいただ

いた事業継続支援金です。

現在、申請受付の準備を進めており、７月９

日から申請受付を開始する予定です。

参考までに資料の２６、２７ページにリーフ

レットを付けていますが、現在、商工団体や振

興局、市町村を通じてリーフレットや申請書類

の配布を行っており、事業者への周知を図りま

す。

１２ページに戻って、制度資金の強化・新設

についてです。

令和３年度当初予算では借入金の返済支援を

目的とした制度資金を新設したほか、低利のコ

ロナ特別資金の実施期間を延長しています。

１３ページを御覧ください。

雇用調整助成金については、国が現行の特例

措置である１人当たり１日１万５千円を上限に、

助成率最大１００％を８月末まで継続すること

を公表しました。５月以降については、助成額

の上限等を段階的に縮減するとともに、感染が

拡大している地域、特に業況が厳しい企業につ

いて特例を設けることとしており、引き続き、

大分労働局と連携して活用を促していきます。

また、雇用マッチングサポートについては、

雇用調整助成金の特例措置終了後等を見据え、

コロナによる離職者情報の早期入手、人手不足
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企業との早期の人材マッチングサポートを実施

します。

１４ページを御覧ください。

（２）各分野の状況及び支援についてです。

まず、①観光については、観光需要回復のた

めの県民の県内旅行割引キャンペーン「新しい

おおいた旅割」を１４日から再開しました。予

約は８月末まで、利用は１２月末まで期限延長

となります。また、臨時議会で承認いただいた、

感染拡大防止策や新たな観光需要の創出に取り

組む宿泊事業者への補助金は、７月１日から申

請受付を開始します。

１５ページを御覧ください。

②飲食について、時短要請協力金は後ほど商

業・サービス業振興課から詳細を説明します。

ＧｏＴｏＥａｔ食事券「おおいた味力食うぽ

ん券」は、販売・利用を１４日から再開しまし

た。再開にあわせて、販売期限を７月１５日、

利用期限を８月１５日まで延長します。

また、国の一時支援金については、先月末を

もって申請受付が終了しましたが、商工会議所

・商工会等４３５の登録確認機関において事前

相談を行い、相談件数は２，９３２件となって

います。

１６ページを御覧ください。

③ものづくりの分野では、コロナの影響によ

る落ち込んだ売上げ等の回復を図るため、設備

投資等の前向きな取組を行うものづくり中小企

業を支援します。

ものづくり中小企業コロナ危機対応再興支援

事業費補助金は、これまで３回の公募を実施し、

合計５２６件の申請に対し３２０件の認定を行

いました。認定基準に達した案件の合計額が当

初の予算額を下回ったため、追加募集を２１日

から行っています。

新型コロナウイルスの感染状況は、新規陽性

者数が今月４日以降一桁が続くなど落ち着いて

いますが、その一方で、隣県では非常に強い感

染力を持つインド株が確認されるなど、油断で

きない状況です。

引き続き状況を注視しながら、本県社会経済

の持ち直しに影響のないよう再活性化をしっか

り進めます。

田北商業・サービス業振興課長 飲食店等に対

する営業時間短縮要請について御説明します。

資料の１７ページを御覧ください。

５月１２日から大分市・別府市の飲食店に対

し営業時間短縮要請を行い、５月１４日から県

下全域に拡大しました。

営業実態確認調査の結果によると、９９％以

上の店舗に時短営業に御協力いただいており、

５月１２日以降、飲食や会食を原因とした感染

は確認されていません。６月１０日の時点で感

染状況の各指標を総合的に判断した結果、ステ

ージⅠがうかがえるレベルのステージⅡの水準

となったことから、６月１３日をもって要請を

解除しました。要請に応じていただいた飲食店

に対しては、改めて御協力に感謝するとともに

速やかに協力金の給付を行っています。

５月分の協力金については、６月１０日から

申請を受け付けており、６月２３日現在で４，

３９１件の申請が行われています。内訳として

電子申請が３，１０７件、郵送が１，２８４件

となっており、電子申請の割合が７０．８％と

高くなっています。

６月分についても、２３日から申請受付を開

始しました。２３日現在で６８６件の申請があ

りました。内訳は電子申請が６３８件、郵送が

４８件となっており、５月分同様に電子申請の

割合が高くなっています。

申請にあたっては、１日当たり給付額が下限

の２万５千円の場合には、本人確認書類等の３

種類程度にするなど、徹底した添付書類の簡略

化を行うとともに、スマートフォンで画像を添

付する方法も可能とするなど、申請手続の負担

軽減を図っています。

また、申請開始前に、実際の事業者の声を聞

きながら申請者目線でのシステム構築をしてお

り、電子申請時にアンケートを実施した結果、

約８割が満足と回答いただいており、入力時間

もおよそ２０分から３０分となっています。書

類の不備等がなければ、申請から２週間程度で

給付したいと考えています。

５月２６日から設置している時短要請協力金
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事務局コールセンターにおいても、事業者から

の問合せに随時対応しており、６月２３日現在

で延べ２，４４１件の問合せをいただいていま

す。今後も、事業者に寄り添ったサポートを行

いながら、１日でも早く協力金を給付できるよ

う努めます。

穴南観光政策課長 公益社団法人ツーリズムお

おいたにおける使途不明金の発生について御説

明します。

資料の１８ページをお開きください。

本事案は、ツーリズムおおいたが令和２年度

決算事務を進める中で、昨年５月から７月の間

に通帳の出金記録があるものの、支出証拠書類

や会計ソフトにデータ入力がなく、使途が明ら

かでない５件４８９万２千円を確認したもので

す。

昨日同法人の通常総会が開催され、会員に対

して本事案について報告しました。これまで職

員を中心に聞き取りなど内部調査を進めました

が、これ以上の調査は困難な状況となっており、

警察へお願いする方向で弁護士と相談している

との説明がなされました。また、経理事務体制

の早急な見直しと強化のため、会計、法務等の

専門家から成り、再発防止策等を検討する第三

者委員会の設置について言及しています。

当課は、公益社団法人及び公益財団法人の認

定等に関する法律と大分県公社等外郭団体に関

する指導指針に基づき、監督、指導等を行う立

場にあり、ツーリズムおおいたに対して一刻も

早い原因の究明と再発防止策を講じるよう求め

ています。

今後も同法人からの報告内容等に応じて、適

宜必要な指導を行うなどして県の責務を果たし

ます。

法人からの報告内容を精査し、事実関係が判

明次第、報告させていただきます。

木付委員長 ただいまの３件の報告について質

疑等はありませんか。

藤田委員 飲食店等に対する営業時間短縮の関

連ですが、当初から県、市町村の担当者が９時

以降営業を自粛してほしいという依頼で店を訪

問していたと思います。事業者にも委託した上

で同様の対応を取られていると思います。

ただ、わざと閉店間際に「今から行っても大

丈夫ですか」と電話をかけてみたり、現地に行

ったり、あるいはラストオーダーの８時以降に

「まだお酒が飲めますか」と行ったり、まるで

トラップにかけるような調査をしているのでは

ないかという声がＳＮＳ上で出ているので、委

託も含めた対応について、どうなっているのか

伺います。

田北商業・サービス業振興課長 そのフェイス

ブックについては、私もその日に見ました。そ

こに書き込みがあるような行為は一切していま

せん。

まず、県の職員と市の職員とが一緒に回ると

きは、９時から１０時までの間で閉店状況を見

て回りました。これを県下全域の市町村でやり

ました。

また、２回目等については事業者に委託して

いますが、県職員が回るのと同じで、９時から

１０時までの見回る契約内容になっています。

そういった行為は一切していないということを

業者にも確認しています。今回の時短要請につ

いては、あくまでもお願いです。お願いベース

で基本的には回っているので、トラップみたい

なことは一切やっていません。書き込みしてい

た方にも連絡を取り、御説明もして納得いただ

いています。

藤田委員 分かりました。

取扱文書を見ると、給付審査そのものは送ら

れてきた書類をもって審査するということなの

で、見回ったときに営業していたとか、そうい

うことは審査の対象にはならないということで

すか。

田北商業・サービス業振興課長 確かに県にも

いろんな通報があります。回った中で明らかな

ところについては、審査の段階で確認できれば

連絡して、どういった事情か聞き取りしていま

す。

それと、申請書が出てきたらいつが休みとか

営業時間の食い違いがある分があります。そう

いったところについては、申請者に確認してい

ます。中には４件ほど、通常の営業時間が２１
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時までと確認が取れ、本人も納得された上で申

請取消しをしたという事案はあります。基本的

にはそういうことで処理しています。

太田副委員長 ツーリズムおおいたの件ですが、

さきほど聞いたときに、事実関係がよく分から

ないので、刑事告発するという意味合いだった

のかどうか確認したいです。

穴南観光政策課長 警察にお願いする方向で弁

護士と相談しているということなので、最終的

にその必要があればそうなると思います。

太田副委員長 究明が内部では難しいと取って

いいんですか。その辺は分からない。

穴南観光政策課長 昨日の総会でも事務局が説

明していましたが、職員を中心に聞き取りして

いるが、内部調査でこれ以上の調査は困難な状

況であり、警察へお願いする方向で弁護士と相

談しているという発言でした。

木田委員 ツーリズムおおいたの件ですが、経

緯と対応、こちらに書いている程度では詳細が

分かりづらいですが、通帳の管理と出金、銀行

印の管理は実際どうなっていてこんなことにな

ったのか。

県の対応については、指導等行う立場とか再

発防止を求めているということですが、既にこ

ういった事案が発生しているので、先方も具体

的な対応を取られているのではないかと思いま

すが、その辺の状況をもう少し詳しく説明して

ください。

そして、県内の宿泊客の戻り傾向はどうなの

かを聞かせください。大分市内のホテルに聞く

と、結構夏休みに予約が入っていると聞きまし

たが、全県的に戻っているのかどうか、状況が

分かったら教えてください。

穴南観光政策課長 通帳、印鑑等の管理につい

てですが、鍵のかかるところにそれぞれ別々に

保管していたと聞いています。

ただ、それが持ち出されたのかはまだ事実関

係として分かっていません。管理はそのように

していたと聞いています。

あと、今後の対応を詳しくということでした

が、申し訳ないですが、まだ事実関係が分かっ

ていないので、事実関係に基づいて報告を受け

ながら、県も必要な指導等を状況に応じて行っ

ていきます。

すみません。事実関係が分かっていないので、

そんな言い方になってしまいますが。

山﨑観光誘致促進室長 県内の観光の状況です

が、新しいおおいた旅割が６月１４日に新規予

約、利用とも再開しました。数はそんなに多く

ないですが、別府とか由布院、日田、九重等の

旅館に聞いてみたところ、やはり人気のあると

ころは、配布した分が旅割を再開した翌日にな

くなったそうです。なかなかそう思ったように

伸びていないとか、旅館によって結構まちまち

という印象を受けました。

木田委員 宿泊の状況はよく分かりました。

ツーリズムおおいたの件は、我々もこれは大

変な状況だと思うので、きっちり県としても対

応してください。鍵の管理をちゃんとされてい

るとは思いますが、そういったところは確認を

しておかないと問題ではないかと思います。そ

の辺、県はそこまでは関与しないスタンスなの

かはっきり説明してください。

穴南観光政策課長 昨年度の状況について聞い

ていて、改めて通帳と銀行印の管理体制──例

えば、前は課長が管理していたものを、印鑑の

鍵の管理を事務局長に格上げするなど、昨年度

に比べ、より強固な体制に変えたと報告を受け

ています。

木付委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員のみなさまは御質疑あ

りませんか。

古手川委員外議員 ツーリズムおおいたについ

て、令和２年度５月から３か月の間に５件で約

５００万円。１件当たり１００万円ぐらいです。

多くの方が通帳の管理をしているはずはないの

で、担当者が通帳を見れば、短期間に１００万

円のお金が出ていることを確認できたはずです。

何人も通帳を扱っているはずはない。多分一人

の方か、上司の課長がいて、出金は下の人が確

認をもらって行っている。そうした人たちが気

付かなかったことがちょっと信じられないです

が。信じられんのですがと言われても答えよう
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がないかもしれないが、それだけひどい。５人

も１０人も通帳を扱っているわけではないはず

なのにこれだけの金額がこの短期間に出ている。

その辺、今捜査中であるかもしれないが、ちょ

っとさきほどの説明では納得できないですよね。

ツーリズムおおいたと言ったら、今大分県が

やっている事業のメインのところですから。こ

れは大変な話なので。今ヒアリングをして、こ

れから警察に行くので言えないかもしれません

が、これだけの金額が短期間で５件です。通帳

を管理している人が、次に出金したときに、そ

んな１００万円近いお金が動いているのに気付

かないはずがないと皆さんは思いませんか。決

算で気付くなんて。

穴南観光政策課長 仰せのとおりだと思います

が、結果としては、昨年度の決算を今年度行う

事務の中で見つかったということです。すみま

せん。

古手川委員外議員 通帳の残と帳簿部分、監査

する中でなのかと思いますが、しっかり調査し

ていただきたいとしか言いようがないです。

秋月観光局長 このたびの件で、県もツーリズ

ムおおいたから適時報告を受けています。さき

ほどの５月から７月の件についても、その間に

会計に携わっている職員に聞き取りしています。

今のところ犯意を認めている人がおらず、そう

なると内部での調査が難しいので、昨日の総会

で警察に相談し、一つステップを上げていくし

かないと報告しました。

ただ、今できる対策はあるので、さきほどの

通帳の管理だったり、会計事務の毎月の締めだ

ったりもしっかり見直していただき、どう監督

していくのかという報告も適時県に行うように

しており、今できることから進めていると聞い

ています。

内部でうまくできないところもあるかもしれ

ないので、外部の第三者委員会も立ち上げ、会

計の専門家、法務の専門家に入っていただき、

御提言もいただきながら改革に努めていくとい

うことなので、県もしっかり指導監督していき

たいと思っています。このたびは大変御迷惑を

おかけしました。

太田副委員長 多分横判を押して出金している

ので、担当者の名前を銀行の出金票に署名して

はいない。あれば、警察が捜査すればすぐ分か

る話なので、そんなに難しいことではないかと

思います。普通はしませんが、銀行との関係で、

担当者の署名がないまま出金していれば分から

ないことはあると思います。

木付委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

④から⑦までの報告について説明を求めます。

岩尾商工観光労働企画課長 令和２年７月豪雨

の被災事業者支援状況について御報告します。

資料の１９ページをお開きください。

左側１支援施策を御覧ください。

７月豪雨で被災した事業者に対しては、なり

わい再建支援補助金や持続化補助金、災害復旧

資金や旅行代金の割引支援を用意して、支援に

あたっています。

右側の２支援状況を御覧ください。

７月豪雨の被災事業者数は、商工団体からの

情報や補助金申請に係る情報から、県全体で２

２８件と把握しています。保険金などによる自

力再建や廃業の事業者を除けば、なりわい再建

支援補助金の活用意向がある事業者は８２件で

す。

資料の２０ページには市町村別の復旧状況を

整理しています。

なりわい再建補助金の活用意向がある８２件

のうち約８４％にあたる６９件が申請済みとな

っています。

申請準備中の事業者の多くは、被害の大きか

った天ヶ瀬や宝泉寺の旅館ホテルなどであり、

建て替え等の検討、準備に時間がかかっていま

す。現在も毎月申請受付を行っているので、残

りの１３件についても、商工団体とともに申請

に向けたサポートを継続し、一日も早い復旧を

目指します。

馬場経営創造・金融課長 創業・スタートアッ

プの状況について御報告します。

資料の２１ページをお開きください。

創業・スタートアップは、新たなビジネスや
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雇用を生み出し、地域経済活性化のエンジンに

なりうるとともに、若者や女性の多様な生き方

の受皿としても期待されています。また、人口

減少や人手不足、経営者の高齢化など経営環境

が変化する中、地域経済を維持・発展させ地方

創生を実現していくためにも、創業・スタート

アップを積極的に促進する必要があります。

まず、支援内容です。

平成２７年度に設置したおおいたスタートア

ップセンターを中核に、市町村や商工団体等支

援機関と連携し、創業相談などの個別支援や、

財務、マーケティングなど基礎知識を習得する

各種セミナー等を開催するとともに、女性起業

家や留学生に対象を絞った支援を実施していま

す。

また、成長志向を持つベンチャー企業の発展

を総合的に支援するアクセラレーションプログ

ラムも実施しています。

令和３年２月を中心とした約１か月間をクリ

エイティブ・スタートアップマンスとして大分

県ビジネスプラングランプリ表彰式など１０の

イベントを集中的に実施し、創業に向けた気運

の醸成も図っています。

本年度から新たに、県内の商工団体や金融機

関など創業支援に携わる職員を対象とした人材

育成事業を実施します。参加者は販路拡大など

の出口戦略を重視した伴走支援を実践的に学び、

経営相談・支援のスキルアップに取り組みます。

２２ページをお開きください。

令和２年度の創業支援実績は、６２６件とな

り、令和元年度より３５件増加しています。性

別は女性が３３．６％となっており、目標であ

った３分の１を達成することができました。

年代別では、３０代が一番多く３４％となり、

これに２０代を加えた３０代以下では４５％と

約半数を占めています。地域別では大分市が４

６．３％と一番多く、業種別では１位が理美容

などの個人向けサービス業で１９．５％、２位

の飲食業が１９．３％、３位が小売業１４．４

％となりました。就業予定者数は代表者を含め

て２．５人となっています。

創業件数はおおむね順調に推移しており、創

業の裾野は拡大しつつあると言えますが、革新

的なアイデアや技術を元に新しいサービスやビ

ジネスを展開し急成長していく、いわゆるベン

チャー企業の創出は、まだ十分とは言えません。

引き続き、創業・スタートアップの促進に努め

ます。

藤井ＤＸ推進課長 資料の２３ページを御覧く

ださい。

ＤＸの推進について説明します。

６月１４日に知事を本部長とし、全部局長で

構成する大分県ＤＸ推進本部を設置しました。

会議において本県が取り組むＤＸは、県民中

心の県政の推進、持続的発展が可能な地域社会

実現のため、県民目線でビジョンを描き、デー

タとデジタル技術を活用して、行政サービスや

施策、組織文化、風土を変革していくことを目

指し、本県のあらゆる分野でＤＸを推進してい

くことを確認しました。

また、ＤＸを推進するための計画、大分県Ｄ

Ｘ推進戦略を今年度中に策定します。

２４ページを御覧ください。

計画の概要ですが、この戦略は、１計画の位

置づけのとおり、戦略の位置付けはプラン２０

１５の分野別計画、官民データ活用推進基本法

に基づく都道府県官民データ活用推進計画とし

ています。

２計画期間は令和４年度から６年度までの３

年間です。

３概要は生活のＤＸ、産業のＤＸ、行政のＤ

Ｘ、ＤＸを推進する基盤づくりの四つを柱とし、

本県のＤＸのビジョンや分野ごとの方向性を示

していきます。

スケジュールは９月に骨子案、１２月に戦略

案を策定予定で、都度、本委員会で説明します。

来年１月にパブリックコメントを実施した後、

３月に策定・公表する予定です。

佐藤先端技術挑戦課長 資料の２５ページをお

開きください。

（１）宇宙港に係る進捗状況等について御説

明します。

現状ですが、ヴァージン・オービット社をは

じめ、内閣府や国土交通省などの関係省庁と大
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分空港の宇宙港活用に向けて具体的な運用計画

や必要となる施設設備、関連法令の整理や調整

を行っています。

特に、政府に取り組んでいただきたい日米間

の調整や関連法令の整理等については６月３日、

井上宇宙政策担当大臣ほか関係省庁の幹部に対

して知事による要望提言活動を行いました。先

日決定された政府の成長戦略実行計画に宇宙港

について初めて記載いただきました。

また、これらの取組と並行して県民や子ども

達に対して、宇宙港や宇宙についての理解を深

めていただくためのイベントも関係機関と連携

しながら準備を進めており、今後、順次公開し

ていく予定です。

加えて、当初予算に計上している空港に隣接

する県有地を展望エリアとするための測量設計

についても着手しました。

次に、（２）関連する動きについて御説明し

ます。

６月１１日から１３日の間、英国のコーンウ

ォールにてＧ７先進国首脳会議が開催されまし

た。コーンウォール空港も大分空港と同様にヴ

ァージン・オービット社の打ち上げ拠点となっ

ていることから、空港敷地内に同社のロケット

展示等が行われ、ジョンソン首相ほか、各国首

脳が立ち寄られたと聞いています。

最後に、ヴァージン・オービット社初となる

商業用打ち上げが近日中に米国にて行われる予

定です。最新の情報によると、今月３０日から

７月初めの間に行われるのではないかと言われ

ています。

引き続き関係機関と連携し、宇宙港実現に向

けた取組を進めていきます。

木付委員長 ただいまの４件の報告について質

疑等はありませんか。

河野委員 デジタルトランスフォーメーション

について、この資料を見ても何を目指すのか実

感が湧きません。基本的にデジタル化にあわせ

てトランスフォーメーション、いわゆる社会の

仕組みや在り方そのものが変わっていくことぐ

らいしか分からない。その中で、パブリックコ

メントをすると言っても、県民にどれだけの理

解が進んでいるのかを考えたら、戦略そのもの

が本当に１２月までに深まるのか非常に危惧さ

れます。

そういった意味でここについて言うと、より

具体的にデジタルトランスフォーメーションが

どういった社会構造の変革を目指すのか、ビッ

グデータの活用が進み、それがどういった形で

県民生活の中に変革をもたらしていくのか、そ

ういった明確なものを、事例という形でもいい

ので少し具体的な形で示していただくことはで

きないでしょうか。それがなければ、こうして

パブリックコメントを求めるのはなかなか困難

ではないかと思いますが、その辺どういう考え

でしょうか。

藤井ＤＸ推進課長 委員が仰せのとおり、具体

的なものを示さないとなかなかイメージも湧か

ないし、議論も難しいことは県も承知していま

す。ですから、生活、産業、行政のＤＸの推進

戦略を作っていく中で、具体的にそれぞれの分

野ごとでどういったことを目指すのかを分かり

やすく計画に盛り込んでいって、そこで議論、

御意見をいただきながら計画の策定に努めてい

きたいと思います。

河野委員 国のＤＸの対策本部等も余り中身が

ないなとずっと思っています。情報収集だけで

はなく、しっかり情報発信しながら議論がより

深まるようにしないと、言葉だけどんどん広が

るだけで、中身に対する理解が全然深まってい

かないと思うので、ぜひよろしくお願いします。

木田委員 私もＤＸは一般質問でも取り上げま

したが、２４ページを見ると来年度から動くよ

うです。もう少しスピード感を持ってデジタル

化に取り組む必要があるのではないかなと。手

続的に１年かかるのは分かりますが、スピード

感を持ってＤＸに対応していくことが求められ

るのではないかと思います。

他県では外部人材をＣＩＯといった形で入れ

たということもありますが、そういった外部と

の連携、外部人材の活用といった考えはどうな

のか。

行政のＤＸは総務部で管理されると思います

が、商工観光労働部でその辺も進捗管理してい
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くスタンスがあるかと思います。そういう考え

方も教えてください。

総務部では年間申請件数が多いものから順次

電子申請に替えていく考え方だと思いますが、

システム設定は難しくないと思うので、どんど

んスピード感を持って電子申請ができる環境づ

くりを進めていいのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。

藤井ＤＸ推進課長 推進の仕方は、外部人材の

活用とか、いろいろあると思います。本県も、

例えば副業人材とか業務委託とか、いろんな方

法が考えられるので、外部の力も活用しながら

推進していきたいと思います。

木田委員 総務部で進めている行政のＤＸにつ

いても、商工観光労働部でしっかりガバナンス

を利かせて進めていく考えでいいのか確認した

いと思います。

今でもめじろんのイラストを使うのも、印鑑

を２か所ついて出して、今度は知事の印鑑がつ

いた大きい許可証が送られてくる。そこは変わ

っていないと思います。どんどん電子申請に替

えていっていいものがたくさんあると思います。

国が夏ぐらいに自治体向けのＤＸ説明書を配る

と出ていましたが、大分オリジナルで考えて、

どんどんスピード感を持ってガバナンスを利か

せていくべきと思います。

藤井ＤＸ推進課長 行政のＤＸについても、全

体のＤＸ推進戦略の中でしっかり取り組みます。

また、めじろんの話ですが、画像データのオ

ープン化も今後検討していきたいと思っていま

す。ただ、オープンデータは、営利、非営利問

わず二次利用できることがあるので、画像デー

タによりできるものと、一定の使用許可とか制

限をかけながら使用するものとがあるので、ど

ういったものがオープン化できるか検討を進め

ます。

木付委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 委員外議員の皆さまはよろしいで

すか。

小嶋委員外議員 今のＤＸの関連ですが、スケ

ジュール（案）で９月、１２月、１月、３月と

書いています。さきほども話が出ましたが、大

体こういう戦略を書くとき、骨子案はあくまで

も骨子案であり、項目が書いてあるだけで全然

イメージが湧かないのが通常です。戦略案はこ

ういう方向で、文書化も含めて大体こういうこ

とを考えているというのをぜひ議員に理解がい

くような進捗で文章立てしていただきたいと思

います。要望です。

藤井ＤＸ推進課長 骨子案をお示しするとき、

なるべく具体的なイメージが湧くように努めて

いきたいと思います。（「よろしくお願いしま

す」と言う者あり）

木付委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

で諸般の報告を終わります。

ここで、さきほど保留していた第６７号議案

について、これより採決します。

なお、本案について、総務企画委員会、福祉

保健生活環境委員会、農林水産委員会及び土木

建築委員会の回答は、いずれも原案のとおり可

決すべきとのことです。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定しました。

以上で全て終了しましたが、この際、何かあ

りませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 別にないようですので、これをも

って商工観光労働部関係を終わります。

執行部は御苦労さまでした。

〔委員外議員、商工観光労働部退室〕

木付委員長 これより内部協議に入ります。

はじめに、所管事務調査の件についてお諮り

します。

お手元に配付のとおり、各事項について閉会

中継続調査をしたいと思います。

これに御異議ありませんか。
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〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 御異議がないので、所定の手続を

取ることにします。

次に、県内所管事務調査についてですが、臨

時議会の委員会でもお伝えしたとおり、延期箇

所については改めて７月以降に調整します。

次に、県外所管事務調査についてです。

今回の委員会では日程や行き先等を判断する

のは難しいため、引き続き状況を注視し、次回

の委員会で協議したいと思いますがいかがでし

ょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

木付委員長 それではそのようにします。

以上で予定されている案件は終了しました。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

木付委員長 別にないようですので、これをも

って本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。


